
 

2025年 

今年度のみどころ 
オープニング号 

きらら室根山天文台 
★ 住   所 〒029-1201 岩手県一関市室根町折壁字室根山1-146  TEL/FAX 0191-64-3700 

★ 休 館 日 火・水曜日    夜間開館 金・土・日曜日 及び 祝祭日当日 

★ 開館時間 【昼の部】 13:30～17:00（4月～8月） 13:30～16:30（9月～11月）   【夜の部】 19:30～21:30（4月～8月） 19:00～21:30（9月～11月） 

★ 入 館 料 大人330円 小・中学生160円    団体（20名様以上） 大人270円 小・中学生130円 

☆ 学校の親子行事や子ども会など団体でのご利用の場合は、休館日でもお受けすることがあります。 

詳しくは、一関市役所室根支所産業建設課（0191-64-3806）まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 

きらら 

室根山天文台 

きらら室根山天文台 2025年度公開期間 4月11日～11月30日 

 2025年4月11日（金）きらら室根山天文台 が、一般公開を再開します。その後 4

月13日（日）には、室根山の山開きを迎え、天文台の運営紹介を兼ねて、当日は、無

料公開 になります。室根山へ登る度に、「ここは何なのだろう？」と疑問をお持ち

の方は、それを解決する良い機会です。また、昨シーズンまで頻繁にご利用頂いてい

る方々にも、変わらずに、普段使いのできる天文台を目指してまいります。 

小中学生のみなさんへ 

 

 自由研究のころになって、あわてて天文

台へかけこんでも、テーマをきめるだけで

もむずかしいものです。 

天文台も、みなさんが夏休みのころは、ひ

とりひとりに、お話する時間がとれなくな

ります。 

今のうちから、室根山にのぼっ

てきたら、気軽に、話しかけて

くださいね。 

学校関係者及び保護者の皆様へ 

 

 きらら室根山天文台は、一関市室根山天

文台条例に基づいた研究施設です。教育利

用において、是非ともご活用下さい（要申

請、団体優遇、減免制度有り）。 

 

ご相談は、一関市役所 室根支所 産業建設

課 もしくは、きらら 室根山天文台 へ、

直接ご相談下さい。 

   ＜2025年度 天体運行 一覧＞ 

  4月22日03時48分：水星 西方最大離角 

 4月27日19時16分：金星 最大光度(-4.8等) 

 5月 7日      ：土星 環の消失の頃 

 6月 1日12時29分：金星 西方最大離角 

 6月30日 9時   ：火星食 

 7月 4日13時39分：水星 東方最大離角 

 7月26日13時35分：冥王星 衝（観望好期） 

 7月31日：みずがめ座δ南 やぎ座α 流星群 

 8月13日 5時 頃：ペルセウス座流星群極大 

 8月19日18時48分：水星 西方最大離角 

 8月29日：伝統的七夕 

 9月 8日 1時26分：皆既月食 

 9月22日15時31分：土星 衝（観望好期） 

 9月24日12時 5分：海王星 衝（観望好期） 

10月 6日：中秋の名月 

10月30日 7時 2分：水星 東方最大離角 

11月18日 3時 頃：しし座流星群極大 



 

2025年 

今月のみどころ 
４月号 

きらら室根山天文台 
★ 住   所 〒029-1201 岩手県一関市室根町折壁字室根山1-146  TEL/FAX 0191-64-3700 

★ 休 館 日 火・水曜日    夜間開館 金・土・日曜日 及び 祝祭日当日 と その前日 

★ 開館時間 【昼の部】 13:30～17:00（4月～8月） 13:30～16:30（9月～11月）   【夜の部】 19:30～21:30（4月～8月） 19:00～21:30（9月～11月） 

★ 入 館 料 大人330円 小・中学生160円    団体（20名様以上） 大人270円 小・中学生130円 

☆ 学校の親子行事や子ども会など団体でのご利用の場合は、休館日でもお受けすることがあります。 

詳しくは、一関市役所室根支所産業建設課（0191-64-3806）まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 

きらら 

室根山天文台 

４月の夜空 

東 南 西 2025年 4月15日 午後 8時00分 

 4月 5日11時15分：上弦 ◐ 

 4月11日：きらら室根山天文台 運用再開 

 4月13日：室根山開き 天文台無料公開  

 4月13日 9時22分：満月 〇 

 4月21日10時36分：下弦 ◑ 

 4月22日 3時49分：水星 西方最大離角 

 4月27日19時16分：金星最大光度（-4.8等） 

 4月28日 4時31分：新月 ● 

 ４月下旬の頃、双眼鏡や望遠鏡を使わずに、自分の目で青空の中に輝く星を見るチャンスです。

天体望遠鏡では、それが三日月形状であるということを確認します。 


